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本資料の目的 

1. 本資料は、第 584回企業会計基準委員会（2026年 9月 17日開催）において聞かれた意見

をまとめたものである。 

 

共同届出を行う場合の会計処理 

2. 事務局提案に賛同する。共同届出体の単位で制度上の義務を負うため、共同届出体の単

位で会計処理を検討することは合理的であると考える。また、共同届出体を構成する制

度対象事業者間の配分についても事業者間の契約等によることとされているため、当該

契約等に基づき会計処理を行うことは合理的であると考える。 

3. 共同届出体の単位で会計処理を行うことは経済実態を忠実に表現することとなり、利用

者にとって最も理解しやすいと考える。 

 

J-クレジット等の取扱いについての検討 

4. 制度対象事業者が GX 推進法に基づく排出量取引制度に係る会計処理を検討するにあた

り、J-クレジット等の無効化による排出量の控除を反映することとする事務局提案に賛

同する。 

5. 制度対象事業者が無効化を前提として J-クレジット等を取得するのではないのであれば、

J-クレジット等の取得時の会計上の取扱いについて、実務対応報告第 15号「排出量取引

の会計処理に関する当面の取扱い」を参照するなどにより資産計上又は費用処理されて

いる現行の会計実務を継続することで良いと考える。 

 

東京都の排出量取引制度に係る取扱いについての検討 

6. 事務局提案に賛同する。また、本プロジェクトの範囲を考慮し、新たな実務対応報告の会

計処理が東京都の排出量取引制度にも適用されるか否かの考え方については結論の背景

に記載する方針に賛同する。 
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以 上 


